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皆様、こんにちは。本日は、瀧満ガバナーの公式訪問例会
です。まずは、瀧満ガバナー、令夫人真由美様、3クラブを代
表しまして、心より歓迎申し上げます。
さて、今月のガバナー月信には、瀧ガバナーは、趣味は野
球＝ジャイアンツ、楽しみは巨人軍宮崎キャンプ視察とガバ
ナー月信に書かれていました。私の趣味は野球＝ホークス、
楽しみはホークス宮崎キャンプ視察で、私も毎年宮崎に
行っております。
野球をこよなく愛する者として瀧ガバナーには一方的に
親近感を持たせてもらっています。
さて、瀧ガバナーの地区スローガンは「さあ、ロータリー
の大海へ漕ぎ出そう」です。
わが城西クラブは来年4月で30周年を迎えます。現在、30
周年記念事業として、グローバル補助金を利用したケニアプ
ロジェクトを企画しています。
プロジェクトの内容は、ケニアのスラム街の人々に巡回診
療を実施しようという内容です。当クラブの武居会員がケニ
アで医療活動をされていますので、そのご縁でプロジェクト
を立ち上げました。
実際、今年の3月に、当クラブの会員6名で、片道22時間か
けて現地視察に行きました。ケニアは気候も温暖で過ごし
やすく、現地のロータリアンとも交流ができて、大変貴重な
体験をさせてもらいました。プロジェクトは道半ばで、実現
できるかどうか不安もありますが、まさにロータリーの大海
へ漕ぎ出している気持ちです。
ＲＩのテーマは「ロータリーは世界をつなぐ」ですが、私は
ケニアに行き、現地のロータリアンと交流してはじめてロー
タリーが世界とつながっていることを実感しました。私は、
今年度の会長として、ケニアプロジェクトを通じて、クラブ会
員一丸となって、ロータリーの目的を実践し、成長したいと
思います。
最後に、瀧ガバナー夫妻におかれましては、公式訪問が
10月30日まで合計40回予定されていると伺っております。暑
い日が続きますが、どうかご自愛ください。
　本日はありがとうございました。
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★岩崎哲朗 様（大分第4Gガバナー補佐・大分東RC・2口）
今年度、大分第4グループのガバナー補佐を拝命しました。
瀧満ガバナーの方針を踏まえ、大分1985RCのクラブ活動と地区との結びつきを強くするために努力しますのでよろしくお願
いします。
★木村成淑会員（1口）
7月19日春日神社の夏越しの御輿巡行が無事に終わりました。青年会の役員として一口。
★門脇啓二会員（1口）
令和元年第35回府内戦紙が8月2日金曜日に開催されます。
★清水将文会員（1口）
第3回目となる子どもを対象とした夏祭りを行います。
がんばります。

例会の予定

■8月  5日（月）

■8月19日（月）

■8月26日（月）

■9月  2日（月）

※8月  4日（日）

会員増強の為の協議会
ゲスト卓話（くらた医院 院長 倉田荘太郎先生）
夜例会（コンパルホール　19：00～）
公共イメージ部門長卓話
納涼花火鑑賞会　大分川にて（有志のみ）

ゲスト・ビジターの紹介

ゲスト：岩崎　哲朗様
　　　（RI第2720地区大分第4グループガバナー補佐・大分東RC）

岩﨑ガバナー補佐 ご挨拶

〈卓話の時間〉 （7月22日）

7月8日㈪　13：40～13：50分　

（橋本　髙橋　穐田　河野　吉田　松浪　坂本）

　①2019年規定審議会において
　　7月よりメーキャップの前後2週間規定がなくなり、
　　年度内となりました。
　　（今後も、各個人意識しメーキャップを行う）確認。

　※訂正        
　　第1回理事会にて、柴山会員へ出席免除承認は、
　　定款第12条第3節により否認となりましたので
　　訂正いたします。

１．岩崎哲朗（大分東ロータリークラブ会員、ロータリー歴：38年、職業分類：民事弁
護士）です。よろしくお願いします。
２．私の役割は、瀧ガバナーと大分第4グループの各RCとの間を取り持ち、ガバナーの
考え方を各RCに理解頂いて2720地区のRCが同じ方向を目指すことで、2720地区の継
続・発展と大分第4グループの各RCの継続・発展とが「つながる」ように努めること
です。
　　マーク・ダニエル・マローニーRI会長は、「ロータリーは世界をつなぐ」という
テーマを示しています。
　　これを受け、瀧満ガバナーは、「『さあ、ロータリーの大海へ漕ぎ出そう』“私たち
のクラブから将来の地区ガバナーを…”」というスローガンを掲げ、以下の具体的な取
り組み事項を掲げて、ロータリー活動を一緒にやって行きたいと述べています。
①　地区スローガンの考え方をクラブに浸透させること。
②　クラブ毎にMy Rotary、クラブセントラルの登録目標を定め、3か月毎に進捗状況
を報告すること。なお、公共イメージ部門の方を卓話に招いて、操作方法を勉強す
るということも有効であると示唆されています。
③　会員拡大について“革新的な考え方（方法）”をクラブで協議するクラブフォーラ
ムを開催し、実践させること。また、その内容を報告すること。
④　10月24日にポリオデーを開催し、ロータリー財団への理解を高めること。
３．「ロータリーは世界をつなぐ」をテーマとして掲げたマローニーRI会長は、そのつながりについて、「私たちの奉仕活動
は、同じ価値観を共有し、よりよい世界のために行動したいと願う人々との結びつきをもたらす」と述べています。瀧ガバ
ナーの「ロータリーの大海」も、この同じ価値観を有するロータリーの広い大海を意味しています。
　　ロータリークラブは、元々、弁護士：ポール・ハリスが実業家、専門家の友人と立ち上げたものですが、その原点は「あら
ゆる職業において高度の道徳的水準を守ること」を広めることによって、人道的な奉仕、世界における親善と平和の確立を目
指すことができるという精神でした。ロータリーの「つながり」は、この精神（同じ価値観）を持ったロータリアンのつなが
りであり、この精神をコミュニティに広めることがつながりを広げることなのです。
　　マローニーRI会長のテーマ、瀧ガバナーの地区スローガン及び具体的な取り組み事項は、上記のようなロータリーの原点を
見据えた上で、新しい環境に柔軟に対処することを求めたものです。
４．大分1985RCは橋本亜紀子会長年度において「『楽しもう！ホームクラブ例会』出席率80%以上を目指して」をスローガンと
して掲げています。このスローガンは、大分1985RCの現状を鑑み、橋本会長が最も同クラブの会員と目指したい内容を述べた
ものです。その背景には、RCの基本的理念としてのクラブ奉仕活動の重要性が込められていると思われます。
　　ロータリー活動は、各RCの活動が中心です。瀧ガバナーも、「各RCが持っているそれぞれの個性（メンバー構成、伝統、
活動実績から生じるもの）を活かした活動をしていただくことが、一番重要である」と言っています。大分1985RCにおいても
この個性を活かし、ガバナーの方針も踏まえ、橋本会長を中心に素晴らしいロータリー年度としていただきたいと思います。
５．今年度のIMは、令和2年3月28日㈯ 午後3時から、APUの出口学長を講師として、「日本の企業や組織は勤勉でまじめな人た
ちで構成されているにもかかわらず、なぜ不祥事が多発するのか」という問題意識のもと「『職業奉仕』は言うに易く行うに
難い」のテーマでお話をしていただく予定です。多くのロータリアンのご参加をお願いします。

橋本会長、岩崎ガバナー補佐、髙橋幹事

★姫野勇人会員（1口）
結婚記念日を思い出させて頂いた事に感謝して一口させて
頂きます。


